
箱
館
ロ
シ
ア
病
院
の
医
療
活
動
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十

月
以
降
に
始
ま
る
。
同
年
九
月
廿
八
日
、
初
代
ロ
シ
ア
領
事
と
し
て

着
任
の
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
随
行
し
た
医
師
が
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
で

あ
る
。年

齢
は
三
六
歳
で
あ
っ
た
。

最
初
の
病
院
は
、
領
事
の
要
請
に
基
づ
き
、
箱
館
奉
行
所
が
、
亀

田
川
に
近
い
四
○
○
坪
の
敷
地
内
に
建
て
た
も
の
で
、
賃
貸
契
約
に

よ
る
僅
か
二
四
坪
の
小
規
模
な
建
物
で
あ
っ
た
。
宿
泊
す
る
余
地
が

な
い
た
め
、
医
師
は
領
事
と
同
じ
く
實
行
寺
を
宿
所
と
し
て
い
た
。

当
初
、
奉
行
所
で
は
、
外
国
人
医
師
に
よ
る
一
般
市
民
へ
の
診
療

を
認
め
な
い
方
針
で
あ
っ
た
が
、
眼
疾
・
徽
毒
等
の
療
治
は
、
ロ
シ

ア
人
医
師
の
技
楠
に
依
存
す
る
他
な
し
と
す
る
町
医
師
連
署
の
要
請

を
認
め
、
そ
の
都
度
、
患
者
個
々
の
容
態
書
を
提
出
せ
し
め
、
許
可

一
八
五
八
’
一
八
六
八
年
、
箱
館
ロ

シ
ア
病
院
の
医
療
活
動
を
め
ぐ
っ
て

島
田
保
久
・
○
谷
澤
尚
一

制
を
執
る
こ
と
に
し
た
。

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
、
町
医
師
の
う
ち
外
国
の
医
学
を
研
習
す

る
目
的
で
、
奉
行
の
承
認
を
得
た
上
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
就
学
を
許

容
さ
れ
た
者
は
、
深
瀬
洋
春
・
永
井
玄
栄
・
下
山
仙
庵
で
、
洋
春

は
、
嘗
て
竹
内
玄
同
に
師
事
し
た
こ
と
が
あ
り
、
藺
方
の
経
験
が
あ

っ
た
。文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
正
月
、
ロ
シ
ア
領
事
は
別
途
に
病
院
を

建
設
す
る
計
画
を
樹
て
、
領
事
館
に
近
接
す
る
一
二
○
○
坪
の
増
地

を
求
め
、
箱
館
奉
行
糟
屋
義
明
は
、
こ
れ
を
認
め
た
が
、
偶
々
、
同

年
十
月
九
日
朝
、
亀
田
病
院
が
失
火
に
因
り
焼
失
し
、
翌
年
に
至
り

ロ
シ
ア
病
院
が
再
建
さ
れ
た
。
場
所
は
上
大
工
町
で
あ
る
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
五
月
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
任
期
を
終
え
、

帰
国
し
た
。

交
替
し
て
着
任
し
た
の
が
、
元
海
軍
軍
医
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
で
あ

る
。
彼
は
、
。
ヘ
テ
ル
ブ
ル
グ
及
び
パ
リ
で
医
学
を
修
め
、
徽
毒
治
療

に
特
技
を
有
し
た
と
云
わ
れ
る
。
そ
の
着
任
後
、
洋
春
・
玄
栄
・
仙

庵
等
は
再
び
就
学
を
志
願
し
、
更
に
高
橋
元
済
・
八
角
宗
積
・
横
山

恭
哉
・
滝
野
衝
雲
な
ど
が
従
学
を
許
さ
れ
て
い
る
。

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
二
月
、
ロ
シ
ア
病
院
に
入
院
加
療
中
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の
日
本
人
患
者
が
病
死
し
た
と
き
、
同
病
院
で
は
、
奉
行
の
許
可
な

く
、
一
方
的
に
病
理
解
剖
を
行
っ
た
事
実
が
、
遺
族
の
届
け
出
に
よ

っ
て
判
明
し
、
こ
れ
が
幕
末
の
記
録
に
残
る
解
剖
例
と
な
っ
た
。
箱

館
奉
行
・
小
出
秀
實
は
、
刑
死
者
以
外
は
認
め
な
い
解
剖
を
、
無
断

で
実
施
し
た
の
は
、
日
本
人
の
慣
習
を
無
視
す
る
行
為
で
あ
る
と
警

告
し
、
事
後
、
斯
様
な
解
剖
は
認
め
ず
と
の
方
針
を
ロ
シ
ア
領
事
に

伝
え
た
。

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
三
月
廿
日
夜
、
ロ
シ
ア
病
院
が
類
焼
し

た
。
此
頃
、
滝
野
衝
雲
が
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
に
師
事
し
て
お
り
、
そ
の

下
限
は
慶
応
三
年
四
月
で
あ
る
。
こ
の
前
後
、
交
替
の
医
師
ウ
エ
ン

ス
ト
リ
が
着
任
し
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
、
任
期
を
終
え
帰
国
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

ゥ
エ
ン
ス
ト
リ
の
医
療
状
況
に
つ
い
て
は
、
未
だ
こ
れ
を
明
ら
か

に
で
き
な
い
が
、
そ
の
任
期
は
僅
か
一
年
余
に
過
ぎ
ず
、
彼
は
、
明

治
元
年
十
二
月
朔
日
（
一
八
六
九
・
一
・
一
）
箱
館
に
お
い
て
病
死
し

た
。
享
年
二
九
歳
で
あ
る
。
そ
の
葬
儀
に
当
り
、
日
本
側
で
は
半
旗

を
掲
げ
、
弔
意
を
表
し
た
の
で
、
領
事
ビ
ュ
ッ
オ
フ
は
、
十
二
月
六

日
附
の
謝
状
を
、
箱
館
奉
行
・
永
井
尚
志
に
贈
っ
て
い
る
。

（
札
幌
市
・
島
田
整
形
外
科
）
（
世
田
谷
）

古
方
派
の
最
右
翼
で
あ
る
吉
益
東
洞
の
独
特
な
医
説
は
広
く
知
ら

れ
て
い
る
。
医
師
を
三
分
し
て
自
ら
は
「
疾
医
」
を
以
て
任
じ
、
万

病
一
毒
と
唱
え
て
攻
撃
的
治
療
を
專
ら
に
し
た
東
洞
は
、
仲
景
の
法

に
基
づ
く
と
い
う
処
方
運
用
の
簡
便
化
を
図
り
、
漢
方
界
に
実
証
主

義
的
精
神
を
一
段
と
高
揚
せ
し
め
る
と
同
時
に
、
形
式
主
義
を
も
も

た
ら
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
人
の
死
生
を
天
命
と
み
る
斬
新
な
医
道

論
を
唱
導
し
、
当
時
の
医
家
の
間
に
、
医
の
倫
理
を
め
ぐ
る
寛
童
た

る
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

東
洞
の
天
命
観
及
び
そ
の
所
説
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
は
、
既

に
大
塚
敬
節
氏
の
か
な
り
詳
し
い
論
考
が
本
学
会
誌
に
見
え
る
（
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』
十
六
巻
三
号
、
一
九
七
○
）
。
今
回
の
私
の
発
表
は
、

東
洞
の
死
生
観
（
天
命
観
）
の
構
造
を
よ
り
明
確
に
し
、
そ
こ
か
ら

生
ず
る
医
の
倫
理
に
関
す
る
問
題
を
副
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

吉
益
東
洞
の
死
生
観
と
医
の
倫
理

に
つ
い
て

丸
山
敏
秋
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